
平成 2 年から平成 27 年までの長薬同窓会関東支部の経過について 

                         関東支部長 原 正朝（昭 60） 

平成 2年以降の歴代支部長は，昭和 50 年～平成 3年堀泰助氏(S17），平成 4 年～吉井

淳氏(s23)，平成 9年～黒岩幸雄氏(S30），平成 14 年～富安一夫氏(S34),平成 19 年～谷 

覺氏(S42),平成 23 年～樋口宗司氏(S42），平成 27 年～原正朝(S60)である。 

平成 3 年までは長薬同窓会東京支部の名称であったが,東京支部の会員は東京都内在

住者に限らず，関東地方一円にわたることから，平成 4年に長薬同窓会関東支部に名称

が変更された。会員数は平成 4 年の 4677 人から，平成 27 年は約 600 人に増加してい

る。平成 4年には，堀 泰助氏(S17)が薬業を通じて国民の衛生の向上と薬業界の発展に

寄与された功績により，勲四等旭日小綬章を受賞された。平成 13 年 6 月には関東支部

の担当で，都市センターホテルにおいて長薬同窓会定期線会が開催された。 

平成 15 年からは，関東支部総会への出席者を増やして発展させるため，卒後セミナ

ーを企画した。第 1 回(平成 15 年）は，「変貌する医療と薬剤師の役割」をテーマに，

シンポジウム形式で薬学教育や医療現場の同窓生の講演が行われた。基調講演は，神戸

学院大学薬学部教授の徳山昭吾先生(s36 博)の，「薬謝師の育成と医療薬学教育」，シン

ポジウムでは，特定機能病院の薬剤部から，千葉大学医学部附属病院薬剤部の有吉範高

先生(S63），病院薬剤師から都立大久保病院の渡部クリ子先生(S48），調剤薬局から総合

メディカルの原 正朝(S60)が講演した。第 2 回(平成 16 年)は，日本大学医学部法医学

教室数授 押田茂實先生の，「医療・調剤事故とリスクマネジメント」の基調講演，リス

グマネジメントをテーマに，ネオフィスト研究所の吉岡優子先生(S56)から，「調剤過誤

とリスクマネジメント」，レモン薬局の近藤純子先生(S55)に，「保険薬局におけるヒア

リ・ハット」，ノバルティスファーマの梶村 博先生(S50)に，「薬剤師をサポートする情

報提供活動」をテーマに講演の後，都立大久保病院の渡部クリ子先生(S48)から指定提

言があった。第 3回(平成 17 年）は，薬学教育 6年制への移行と現役薬剤師，薬学教育

6年制実現の経緯と現役薬剤師の抱える課題をテーマに開催された。基調講演は，明治

薬科大学特任客員教授 村田正弘先生の「薬学教育 6年制実施と薬剤師の将来展望」。 

シンポジウムは，薬剤師の抱える今日と明日の課題をテーマに，薬学教育の立場から長

崎大学薬学部の中島憲一郎教授(S46），医療の立場から日赤医療センターの多田和子先

生(s48），臨床開発の立場から総合ＳＭＯの原 正朝(S60)が講演した。第 4 回(平成 18

年)は医療制度改革と薬剤師をテーマに開催し，前日本薬剤師会副会長漆畑 稔先生の基

調講演『2006 年医療制度改革と薬剤師』の後，医療制度改革と薬剤師の役割と題してシ

ンポジウムを行い，製薬会社から三共の長尾公則先生(S61），病院から東京都保健医療

公社大久保病院薬剤科 渡部クリ子先生(S48）,薬局からわかば薬品の赤神征子先生(S42）

の講演があった。第 5回(平成 19年)は，「薬をめぐる大きな変化と薬剤師」をテーマに

メディカルリソース事業開発部長 山浦哲明先生の基調講演「医薬品業界に襲い掛かる



嵐」が行われた。 

シンポジウムは，医療の立場から，くにたち中薬局の田辺早百合先生(S50），製薬企業

の立場からアスビオファーマ株式会社 末澤克己先生(S47)の講演が行われた。 

第 6回(平成 20年)は,「薬学 6年制教育を受けた薬剤師は，どのように変わるか」を

テーマに開催した。レイヘイゼマー・コンサルティング代表取締役 中川礼一発生の基

調講演，「ファルマ コンシェルジュへの道 薬剤師職能の究極はファルマ コンシェルジ

ュ」の後，大学教育から「6年制の薬学教育カリキュラム，大変革の理想と現実」を日

本薬科大学の尾山 廣先生(S60），病院薬剤部から「6 年制薬剤師に期待されること 調

剤実習の受け入れ，そして病院薬剤師に求められる資質」を東京都保健医療公社大久保

病院薬剤科 渡部クリ子先生(S48），保険薬局から「今，現場で求められている服薬支援

のためのコミュニケーション」をネオフィスト研究所の吉岡優子先生(S56)が講演され

た。 

 6 回行ってきた卒後セミナーも，講師の調整など幹事の負荷が大きくなり，やむなく

平成 20 年の第 6回を持って終了することとなった。 

 平成 21年には，長薬同窓会が東京で開催され，長崎大学経済学部同窓会瓊林会前会 

長 ＮＨＫ会長 福地茂雄先生の「変える勇気と変えない勇気」の特別講演が行われ，全

国から 116 人(関東支部 64 人)の同窓生が参加した。関東支部総会への参加者は平成 3

年～10 年が平均 56 人，平成 11 年～20年が平均 46 人と減少し，長薬同窓会との同時開

催であった平成 21 年の 64 人をピークに，平成 22 年～26 年は平均 29 人となった。平

成卒業の会員の参加も毎回数人であり，平成卒業の会員にいかにして同窓会活動に参加

してもらうかが課題となった。 

若手の幹事からは，平成卒業の会員にとって，関東支部総会への参加は親子以上の年

齢差の先輩が多く，敷居が高くて気軽で楽しい会のイメージがないという問題提起がな

され，気軽に同窓生が集まることができる会を企画することになった。 

平成 20 年 12 月に第 1 回関東若手の会として，40 代以下の関東支部会員に声掛けを

行い，30 人が東京駅近くの居酒屋で懇親会を開催した。その後も関東若手の会は，毎年

継続して開催している。平成 26年 6 月には，平成 10 年卒業以降の 20代，30 代の長薬

関東若手の会 16 人，昭和 60 年から平成 9 年卒業までの，40 代，50 代の長薬関東練達

の会 24 人に分けて開催した。平成 27 年は合同で長薬関東若手の会として 7 月 11 日に

陣催し，平成 27年卒業の 6人を含めて 30 人以上の参加者があった。 

平成 27 年からは支部長，幹事長，幹事の世代交代を行い，10 月に開催する関東支部

総会に平成卒業の会員が出席しやすい雰囲気にするための企画を検討している。これか

らの関東支部を活性化するには，平成卒業の参加者を増やすことが最も重要である。関

東支部として，さまざまな取り組みに挑戦していく。 

 昭和 49年 10 月から発行された長薬同窓会東京支部会報は，長薬同窓会関東支部報と

して，平成 22 年の第 40号をもって最終号となった。理由は，会報発行の費用の大半を



広告収入に頼っていたが，社会状祝の変化により広告収入の確保が難しくなったためで

ある。廃刊となった関東支部会報の代わりに，平成 23 年 6 月に長薬同窓会関東支部の

ホームページを開設した。掲載内容を随時更新して現在に至っている。 

 今後長薬同窓会関東支部は，同窓生がそれぞれの立場で自分の立ち位置を確認し，さ

まざまな業種で活躍する先輩，後輩との情報交換ができる場となるよう活動して参りま

す。同感生各位のご協力，ご支援をお顔いします。 

  

※会報に替わって設置された「ホームページ」については、最下段をご覧ください。 


